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ワークシート②    
            2年 2組  番 氏名 
 
デカルトの接線法で，曲線上の点の法線を求めよう。  
註：①、③、⑤式を穴埋めとしている。 
 
〈楕円の場合について考えてみよう。〉 
楕円上のＣを通って楕円と直角をなす 
直線を引きたい。そのような直線が引けると 
仮定し，求める線をＣＰとする。 
ＭＡ＝ＣＢ＝ｙ（ＭＣ＝ＢＡ＝ｘとする）とす 
る。Ｃは最初に定めた点であり，法線を 
求めるためには，Ｐの位置がわかればよい。 

今，ＰＣ＝ｓ，ＰＡ＝ vとするとＰＭ＝ yv −  

⊿PMCが直角三角形より（三平方の定理） 
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 一方，楕円の方程式はアポロニウスの方法で 
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 と表すことができる。（※定義に従ってこのようにできることがわかっている） 
①，②よりｘを消去し，ｙについての方程式を求めると， 
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ここで，①は円の方程式とみなせるので， 
③を解くことは，円①と楕円②の交点Ｃ，Ｅを 
求めることである。 
円の中心を通る直線はその円に垂直であるから， 
同時に楕円に対しても垂直になるには，円と楕円が 
一点で接しなければならない。よって，円①と楕円② 
が接するのは，③が重解（根）をもつときである。 

 ここで，ｙが重根 eをもつとすると， ey =  ・・・③’ 

よって， 0)( 2 =− ey  ⇒ 02 22 =+− eeyy ・・・④ 
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③，④の yの係数を比較して， 
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ｖについて解くと， 
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③’よりｙ＝ｅ だから，⑤に代入して 
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これより vが求められる。 
 
ゆえに，Ｐが求まるので，ＣＰが描ける。 
 
 
 
 
 
 
フェルマーとデカルトとの方法について気づいたことがあったら書こう。 
 


